
 

 

 所定労働時間が７時間４５分の企業で７時間４５分を超えて残業させた場合，７

時間４５分から８時間までの１５分間は法内時間外労働時間（以下法内残業）であ

り，８時間を超えた法定時間外労働時間とは区別して残業代を計算する必要があり

ます。 

 たとえば，所定労働時間が７時間４５分，法定休日が日曜日の企業で，月曜日か

ら金曜日まで毎日１０時間，土曜日に９時間働いた場合の法内残業及び時間外労働

時間は次のようになります。 

 月 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 火 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 水 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 木 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 金 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 土 労働時間 ９時間 → 法内残業  ０，時間外労働時間９時間 

 土曜日は，労働時間全てが労基法上の法定労働時間である週４０時間を超えてい

るため，時間外労働時間は９時間となります。 

 上記と同じ会社で月曜日から木曜日までの労働時間が１０時間，金曜日の労働時

間が３時間，土曜日の労働時間が９時間の場合の法内残業及び時間外労働時間は次

のようになります。 

 月 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 火 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 水 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 木 労働時間１０時間 → 法内残業１５分，時間外労働時間２時間 

 金 労働時間 ３時間 → 法内残業 ０分，時間外労働時間０時間 

 土 労働時間 ９時間 → 法内残業 ０分，時間外労働時間４時間 

Ｑ610．所定労働時間が７時間４５分の会社における残業時間の計算方

法を教えて下さい。 



 

 週４０時間超の時間外労働時間を計算する際，「１日８時間を超えている部分に

ついては除外する」という考え方で計算しますので，所定労働時間が７時間４５分

の場合でも，週４０時間超の計算の際は法定労働時間８時間を超えているかどうか

で考えていきます。つまり，週４０時間超＝（７時間４５分×４日（月曜～木曜）

＋金曜３時間＋土曜９時間）－４０時間＝３時間，は誤った計算方法となります。 
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